
中学 2 年 数学 復習プリント「連立方程式」30 問
組 番 氏名：

【P1】加減法：そのまま足し引き（Q1～Q6）

次の連立方程式を解きなさい。

1.

x+ y = 6

x− y = 2

2.

2x+ 3y = 8

2x− y = 4

3.

3x+ 2y = 7

−3x+ 4y = 5

4.

4x− y = 9

2x− y = 5

5.

x+ 5y = 11

x+ 2y = 5

6.

−x+ 2y = −1

x+ 3y = 11

【P2】加減法：片方・両方を何倍かする（Q7～Q12）

次の連立方程式を解きなさい。

7.

x+ 2y = 7

3x− y = 7

8.

2x+ 3y = 13

x+ 2y = 8

9.

3x− 4y = 5

2x+ y = 7

10.

4x+ 3y = 1

3x+ 2y = 0

11.

3x− 2y = 8

5x− 3y = 13

12.

2x+ 5y = −1

3x− 2y = 8

【P3】代入法（Q13～Q18）

次の連立方程式を解きなさい。

13.

y = 2x

3x+ y = 10

14.

x = 3y − 1

2x+ 5y = 20

15.

y = −x+ 5

2x− 3y = 0

16.

4x+ y = 7

y = 2x− 5

17.

2x− y = 3

x = 4− 3y

18.

y = 3x− 7

y = −x+ 1

【P4】かっこ・小数・分数を含む（Q19～Q24）
次の連立方程式を解きなさい。

19.

2(x+ y)− x = 5

3x− y = 7

20.

3x− 2y = 12

2x+ 3(y − 1) = 5

21.

0.2x+ 0.3y = 1.3

2x− y = 1

22.

0.5x− 0.2y = 1.6

3x+ 4y = 2

23.


1

2
x+

1

3
y = 3

2x− y = 2

24.

x− 2y = −5
x

3
− y

2
= −1

【P5】A = B = C の形・いろいろな応用（Q25～
Q30）
次の連立方程式、または問いに答えなさい。

25. 連立方程式 2x+ y = x− y = 3 を解け。
26. 連立方程式 3x+ 2y = x+ y + 1 = 7 を解け。
27. 連立方程式 2x+ 3y = 4x− y = x+ y + 2 を解け。

28. x, y についての連立方程式

ax+ by = 7

bx− ay = −1
の解が

(x, y) = (2, 1) であるとき、定数 a, b の値を求めよ。

29. 連立方程式

2x+ y = 5

ax− 2y = 4
の解の x と y の値が等

しいとき、定数 a の値を求めよ。



30. 2 組 の 連 立 方 程 式

2x+ y = 8

ax− by = 2
と

bx+ ay = 7

3x− 2y = 5
が同じ解をもつとき、定数 a, b の

値を求めよ。



【解答と解説】

【P1】加減法：そのまま足し引き
上下の式をそのまま足すか引くかして、1つの文字を消去します。

1. 足すと 2x = 8 → x = 4。代入して (x,y) = (4,2)

2. 引くと 4y = 4 → y = 1。代入して (x,y) = (3,1)

3. 足すと 6y = 12 → y = 2。代入して (x,y) = (1,2)

4. 引くと 2x = 4 → x = 2。代入して (x,y) = (2,−1)

5. 引くと 3y = 6 → y = 2。代入して (x,y) = (1,2)

6. 足すと 5y = 10 → y = 2。代入して (x,y) = (5,2)

【P2】加減法：片方・両方を何倍かする
係数の絶対値を揃えるために、式全体を何倍かしてから足し引きします。

7. 下の式を 2倍して足すと 7x = 21 → x = 3。 (x,y) = (3,2)

8. 下の式を 2倍して引くと −y = −3 → y = 3。 (x,y) = (2,3)

9. 下の式を 4倍して足すと 11x = 33 → x = 3。 (x,y) = (3,1)

10. 上を 2倍、下を 3倍して引くと −x = 2 → x = −2。 (x,y) = (−2,3)

11. 上を 3倍、下を 2倍して引くと −x = −2 → x = 2。 (x,y) = (2,−1)

12. 上を 2倍、下を 5倍して足すと 19x = 38 → x = 2。 (x,y) = (2,−1)

【P3】代入法
一方の式をもう一方の式に代入して、1つの文字の方程式にします。

13. 下の式に y = 2x を代入して 5x = 10 → x = 2。 (x,y) = (2,4)

14. 下の式に x = 3y − 1 を代入して 11y = 22 → y = 2。 (x,y) = (5,2)

15. 下の式に代入して 2x− 3(−x+ 5) = 0 → 5x = 15 → x = 3。 (x,y) = (3,2)

16. 上の式に代入して 4x+ (2x− 5) = 7 → 6x = 12 → x = 2。 (x,y) = (2,−1)

17. 上の式に代入して 2(4− 3y)− y = 3 → −7y = −5 → y =
5

7
。 (x,y) =

(
13

7
,
5

7

)
18. 3x− 7 = −x+ 1 より 4x = 8 → x = 2。 (x,y) = (2,−1)

【P4】かっこ・小数・分数を含む
かっこを外し、小数は 10倍、分数は最小公倍数を掛けて「普通の整数」に直してから解きます。

19. 上を整理して x+ 2y = 5。加減法で解く。 (x,y) = (2,
3

2
)

20. 下を整理して 2x+ 3y = 8。係数を揃えて解く。 (x,y) = (4,0)

21. 上を 10倍して 2x+ 3y = 13。下を引いて 4y = 12 → y = 3。 (x,y) = (2,3)

22. 上を 10倍して 5x− 2y = 16。下を 2倍して足すと 11x = 20 → x = 2。 (x,y) = (2,−3)

23. 上を 6倍して 3x+ 2y = 18。加減法で解く。 (x,y) = (4,3)

24. 下を 6倍して 2x− 3y = −6。上を 2倍して引くと y = −4。 (x,y) = (−13,−4)

【P5】A = B = C の形・いろいろな応用
応用問題は基本の連立方程式の形に変形・代入して解き進めます。



25.

2x+ y = 3

x− y = 3
を作る。足すと 3x = 6 → x = 2。 (x,y) = (2,−1)

26.

3x+ 2y = 7

x+ y + 1 = 7
を作る。下は x+ y = 6。 (x,y) = (−5,11)

27.

2x+ 3y = x+ y + 2

4x− y = x+ y + 2
を整理して

x+ 2y = 2

3x− 2y = 2
。 (x,y) = (1,

1

2
)

28. x = 2, y = 1 を代入すると

2a+ b = 7

−a+ 2b = −1
。これを a, b の連立方程式として解く。 a = 3,b = 1

29. x = y なので、上の式に y = x を代入して 3x = 5 → x =
5

3
。よって解は (x, y) = (

5

3
,
5

3
)。これを下の式に代入して a

を求める。 a =
22

5
30. 係数が揃っている 2x+ y = 8 と 3x− 2y = 5 の連立方程式を解くと、共通の解 (x, y) = (3, 2) が出る。これを残りの 2

式に代入して

3a− 2b = 2

2b+ 3a = 7
を解く。 a =

3

2
,b =

5

4


